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万葉集3122番歌の「今日だに逢はむを」について
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12/3121 わが背子が 使ひを待つと 笠も着ず 出でつつそ見し 雨の降らくに
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【訓読文】心なき 雨にもあるか 人目守る 欠しき妹に 今日だに逢はむを






























































































































12/3122 心なき 雨にもあるか 人目守り 乏しき妹に 今日だに逢はむ（今日谷相牟）
19/4279 能登川の 後には逢はむ（後者相牟）しましくも 別るといへば 悲しくもあるか
万葉集3122番歌の「今日だに逢はむを」について 37
比較のため、二番目の歌（4279番歌）の初句と第二句を結句の後に移動して倒置させると、




























04/0664 石上 降るとも雨に つつまめや 妹に逢はむと 言ひてしものを
さらに、今問題の3122番歌の後に続く二対の問答歌
12/3123 ただひとり 寝れど寝かねて 白たへの 袖を笠に着 濡れつつそ来し
12/3124 雨も降る 夜もふけにけり 今さらに 君去なめやも 紐解き設けな
12/3125 ひさかたの 雨の降る日を わが門に 蓑笠着ずて 来る人や誰


































































【原文】無心 雨尓毛有鹿 人目守 乏妹尓 今日谷相牟
・























19/4279 能登川の 後には逢はむ しましくも 別るといへば 悲しくもあるか
この歌は二句切れであるが、歌の前半部と後半部を倒置させると、






















11/2682 韓衣 君にうち着せ 見まく欲り 恋ひそ暮らしし 雨の降る日を
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この歌については、今問題の3122番歌との内容的な関連性も含めて、姉妹編の論文で詳しく議論している
のでそちらを参照されたい[８]。
最後に、新編日本古典文学全集（前節の注釈書②）は、第三句に対する注釈で「ここは、良く言って慎
重、悪く言えば愚図で、見ている者がじれったくなるような態度を表す」とコメントしている。このよう
に、通説では、この歌の作者を「愚図」と見なければ歌の文脈を理解できないが、上に示した新しい解釈
では「愚図」どころか、あえて雨の中を妹のもとに通う「ひたむきな万葉人」の姿であり、約1300年を経
た現代の私たちにとってもなお十分に共感できる内容になっている。
４．おわりに
本論文では、万葉集3122番歌の特に結句に焦点をあて、その訓釈について再検討を行った。その結果、
これまで通説とされてきた元暦校本・類聚古集などの表記「今日谷相乎
・
」は「牟」を「乎」に誤写したも
ので、西本願寺本などにある「今日谷相牟」の方が正しく、「今日だに逢はむ
・
」と訓むべきことを提案し
た。また、この歌はいわゆる「二句切れ」であるが、第二句と第三句の間に「しかれども」という接続詞
が省略されていることを指摘した。以上の二点に留意して解釈することにより、従来の訓釈に含まれる問
題点はすべて解決できることを示した。本論文で示した訓釈がはたして妥当なものであるかどうか、多く
の方々のご批判をあおぎたい。
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